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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第９期

第２四半期連結
累計期間

第９期
第２四半期連結
会計期間

第８期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 27,219 15,242 61,548

経常利益 (百万円) 189 433 1,518

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △377 350 661

純資産額 (百万円) ― 9,994 10,520

総資産額 (百万円) ― 54,866 57,368

１株当たり純資産額 (円) ― 128.70 135.42

１株当たり四半期
(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(円) △4.86 4.51 8.52

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 18.22 18.34

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △364 ― 3,374

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △665 ― △934

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 355 ― △3,763

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 2,253 2,928

従業員数 (名) ― 1,053 1,054

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、また、第９期第

２四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 1,053［189］

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で

記載しております。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。

 

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 385［47］

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

建設・建材事業 2,690

工業製品・エンジニアリング事業 268

自動車関連事業 975

合計 3,934

(注) １　製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における工事部門の受注実績を事業の種類別セグメントごとに示す

と、次のとおりであります。

なお、製品は主として見込生産であります。
 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

建設・建材事業 2,256 4,016

工業製品・エンジニアリング事業 5,350 7,440

合計 7,607 11,457

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

建設・建材事業 7,178

工業製品・エンジニアリング事業 6,932

自動車関連事業 1,117

その他の事業 14

合計 15,242

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気の後退が懸念される中、９月には米大手

証券会社の破綻に端を発した世界的な金融不安および株価の下落ならびに円の独歩高により企業

収益の悪化が顕著になってまいりました。

当社グループの事業領域に関連する業界の動向は、建設業界においては昨年６月施行の改正建築

基準法に伴う建築着工の遅れが取り戻せないまま推移し、さらに当第２四半期連結会計期間におけ

る非住宅建築着工面積の落ち込みにより、厳しい市場環境のうちに推移してきておりますが、電力

・造船・プラント業界の需要は概ね堅調に推移してまいりました。

このような市場環境におきまして、当第２四半期連結会計期間の連結売上高は152億４千２百万

円、営業利益は６億２千５百万円、経常利益は４億３千３百万円となり、四半期純利益は３億５千万

円となりました。

なお、中間配当につきましては、当第２四半期累計期間の業績の状況から見送らせていただきま

す。

 

事業の種類別セグメントの状況は次のとおりであります。

 

建設・建材事業

材料販売につきましては、主力商品でありますけい酸カルシウム板・波形スレート・耐火二層

管は前年同期に比し販売数量が下回り、材料販売全体の売上高は46億４千６百万円となりまし

た。

工事につきましては、大型店舗物件減少等の要因により鉄骨耐火被覆工事などの完成工事高が

減少し、25億３千１百万円となりました。

この結果、建設・建材事業全体の売上高は71億７千８百万円となりました。

 

工業製品・エンジニアリング事業

材料販売につきましては、各業界の需要が概ね堅調に推移する中、拡販に努力をいたしました
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結果、材料販売売上高は19億８百万円となりました。

工事につきましては、景気が後退局面に入った影響によりプラント関連および環境関連工事の

受注が減少し、完成工事高は50億２千３百万円となりました。

材料販売および工事を合わせた工業製品・エンジニアリング事業全体の売上高は69億３千２

百万円となりました。

 

自動車関連事業

主力商品であります二輪車用ブレーキライニングは、国内二輪車メーカーの海外生産がさらに

進む中、国内向け販売数量の減少を輸出で補完し、全体の販売数量はほぼ前年同期並みとなりま

した。

クラッチフェーシングは排ガス規制に伴うトラックの買い替えによる特需が一巡し、販売数量

は前年同期を下回りましたが、シール材は前年同期を上回りました。

この結果、自動車関連事業の売上高は11億１千７百万円となりました。

 

その他の事業

子会社の保険料収入等でありますが、売上高は１千４百万円となりました。

 

[当社グループの四半期業績の特性について]

当社グループは不燃建材の製造、販売と共に建設・建材関連工事、工業製品・エンジニアリング

関連工事の設計、施工を主な事業としており、それら工事部門の売上高は全売上高の４割以上を占

めております。

わが国では、事業年度を４月から３月までと定めている企業が多いため、工事の検収が年度の節

目である第２四半期会計期間および第４四半期会計期間に集中する傾向があります。中でも工事期

間の長い工業製品・エンジニアリング関連工事においては第４四半期会計期間への集中が顕著で

あります。このため、工事に係る収益の計上基準として「工事完成基準」を採用している当社グ

ループの業績には季節的変動があります。

 

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ25億２百万円減少し

548億６千６百万円となりました。これは主に、現金及び預金の減少６億９千５百万円、受取手形及

び売掛金と完成工事未収入金の減少９億２千万円および未成工事支出金の減少４億８千９百万円

によるものです。

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ19億７千６百万円減少し

448億７千１百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少10億３千７百万円と未成

工事受入金の減少７億１百万円によるものです。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、５億２千６百万円減少し99億９千４百万円とな

りました。これは主に、土地再評価差額金の増加３億５千万円に対し、利益剰余金の減少９億２千２

百万円によるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は前四半期連

結会計期間末に比べ11億１千５百万円減少し、22億５千３百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)
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営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益３億６千４百万円に減価償却

費の計上３億５千４百万円、売上債権の増加８億３千３百万円、たな卸資産の減少14億２千８百万

円、その他流動負債の減少15億５千６百万円などにより、３億３千５百万円の資金の減少となりま

した。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産ならびに無形固定資産の取得による支出な

どにより１億３百万円の資金の減少となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増加額が９億２千３百万円がありました

ものの、長期借入金の返済による支出などにより、６億９千５百万円の資金の減少となりました。

 

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重

要な変更および新たに生じた問題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、１億９千４百万円であります。なお、当第２四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,780,00077,780,000
東京証券取引所
(市場第一部)

―

計 77,780,00077,780,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 77,780,000― 3,889 ― ―
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現
在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

太平洋セメント株式会社 東京都中央区明石町８番１号 32,915 42.31

株式会社みずほコーポレート銀
行

東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 2,876 3.69

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１－１ 2,313 2.97

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１－２ 1,884 2.42

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口４Ｇ)

東京都中央区晴海１丁目８－11 1,217 1.56

ニッセイ同和損害保険株式会社 大阪府大阪市北区西天満４丁目15－10 1,027 1.32

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口４)

東京都中央区晴海１丁目８－11 948 1.21

株式会社不二商会 東京都品川区北品川１丁目８－12 855 1.09

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 790 1.01

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 752 0.96

計 ― 45,578 58.59

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 2,165千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 790千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 119,000

― ―

完全議決権株式(その他) 77,340,000 77,340 ―

単元未満株式 321,000 ― ―

発行済株式総数 77,780,000― ―

総株主の議決権 ― 77,340 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株(議決権10個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式51株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エーアンドエー
マテリアル

 
横浜市鶴見区鶴見中央
２丁目５番５号

119,000 ― 119,000 0.15

計 ― 119,000 ― 119,000 0.15

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

最高(円) 105 121 164 134 126 106

最低(円) 93 100 106 105 96 80

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期

連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)については、「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則

第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しておりま

す。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年

７月１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,285 2,981

受取手形及び売掛金 8,405 8,716

完成工事未収入金 2,905 3,514

商品及び製品 4,656 4,362

仕掛品 242 210

原材料及び貯蔵品 518 464

未成工事支出金 5,569 6,058

その他 1,357 1,619

貸倒引当金 △73 △210

流動資産合計 25,868 27,717

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,214 2,375

機械装置及び運搬具（純額） 4,452 4,325

土地 19,122 19,576

その他（純額） 514 735

有形固定資産合計 ※２
 26,303

※２
 27,013

無形固定資産 694 575

投資その他の資産 ※１
 1,999

※１
 2,062

固定資産合計 28,997 29,650

資産合計 54,866 57,368
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,371 9,408

短期借入金 13,660 11,511

1年内償還予定の社債 900 900

未払法人税等 267 667

賞与引当金 432 417

引当金 16 34

未成工事受入金 2,880 3,582

その他 3,534 3,774

流動負債合計 30,064 30,297

固定負債

社債 500 500

長期借入金 5,578 7,212

退職給付引当金 2,670 2,718

引当金 204 235

その他 5,853 5,883

固定負債合計 14,806 16,550

負債合計 44,871 46,847

純資産の部

株主資本

資本金 3,889 3,889

利益剰余金 5,114 6,036

自己株式 △13 △12

株主資本合計 8,989 9,913

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 233 226

繰延ヘッジ損益 △64 △107

土地再評価差額金 835 484

為替換算調整勘定 1 1

評価・換算差額等合計 1,005 605

少数株主持分 － 2

純資産合計 9,994 10,520

負債純資産合計 54,866 57,368
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 27,219

売上原価 21,869

売上総利益 5,349

販売費及び一般管理費 ※１
 4,834

営業利益 514

営業外収益

受取利息 24

受取配当金 16

その他 58

営業外収益合計 99

営業外費用

支払利息 281

持分法による投資損失 95

その他 47

営業外費用合計 424

経常利益 189

特別利益

貸倒引当金戻入額 70

特別利益合計 70

特別損失

固定資産除却損 9

減損損失 ※２
 454

関係会社株式評価損 7

投資有価証券評価損 14

石綿健康障害補償金 ※３
 79

事業撤退損 ※４
 1

特別損失合計 567

税金等調整前四半期純損失（△） △306

法人税、住民税及び事業税 72

少数株主損失（△） △2

四半期純損失（△） △377
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 15,242

売上原価 12,076

売上総利益 3,166

販売費及び一般管理費 ※１
 2,540

営業利益 625

営業外収益

受取利息 13

受取配当金 1

その他 34

営業外収益合計 49

営業外費用

支払利息 151

持分法による投資損失 64

その他 25

営業外費用合計 241

経常利益 433

特別利益

貸倒引当金戻入額 40

特別利益合計 40

特別損失

固定資産除却損 7

関係会社株式評価損 7

投資有価証券評価損 14

石綿健康障害補償金 ※２
 79

事業撤退損 ※３
 1

特別損失合計 110

税金等調整前四半期純利益 364

法人税、住民税及び事業税 13

少数株主損失（△） △0

四半期純利益 350
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △306

減価償却費 688

貸倒引当金の増減額（△は減少） △72

賞与引当金の増減額（△は減少） 14

退職給付引当金の増減額（△は減少） △48

受取利息及び受取配当金 △41

支払利息 281

有形固定資産除却損 11

減損損失 454

投資有価証券評価損益（△は益） 21

石綿健康障害補償金 79

売上債権の増減額（△は増加） 848

たな卸資産の増減額（△は増加） 109

その他の流動資産の増減額（△は増加） 229

仕入債務の増減額（△は減少） △1,040

その他の流動負債の増減額（△は減少） △907

その他 42

小計 364

利息及び配当金の受取額 55

利息の支払額 △289

法人税等の支払額 △468

石綿健康障害補償金の支払額 △27

営業活動によるキャッシュ・フロー △364

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △32

定期預金の払戻による収入 51

有形固定資産の取得による支出 △536

無形固定資産の取得による支出 △187

投資有価証券の取得による支出 △4

貸付けによる支出 △25

貸付金の回収による収入 49

その他 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △665

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,766

長期借入れによる収入 210

長期借入金の返済による支出 △2,461

配当金の支払額 △190

その他 31

財務活動によるキャッシュ・フロー 355

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △674

現金及び現金同等物の期首残高 2,928

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,253
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げ

の方法)に変更しております。

　　なお、これによる損益に与える影響はありません。

(2) リース取引に関する会計基準等の適用

　　「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成

19年３月30日改正))および「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号(平

成６年１月18日(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))を第１四半期連結会計期

間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しており

ます。

　　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する方法によっ

ております。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　　これに伴う、リース資産計上額、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微で

あります。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

有形固定資産の耐用年数の変更

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機とし、設備改造や更新など資産の利用状況を勘案した結

果、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数を変更しております。

　この変更により、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は91百万円減少し、税金等調整前四半期純

損失は同額増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

　投資その他の資産 246百万円
　

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

　投資その他の資産 180百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額　  21,721百万円

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額　  21,336百万円

　３　保証債務

　　　非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行ってお

ります。

　アスクシンガポール 359百万円
　

　３　保証債務

　　　非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行ってお

ります。

　アスクシンガポール 226百万円

　４　受取手形割引高　　　　　　　　　　 150百万円 　４　受取手形割引高　　　　　　　　　　 109百万円
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(四半期連結損益計算書関係)
 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 1,287百万円

給料及び賃金 983百万円

賞与引当金繰入額 162百万円

退職給付費用 230百万円

※２　減損損失

第１四半期連結累計期間において、以下の資産に

ついて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額
(百万円)

茨城県石岡市 遊休地 土地 255

茨城県水戸市 遊休地 土地 198

  計 454

当社グループは、事業用資産については、事業所

単位を資産グループの基礎とし、独立したキャッ

シュ・フローを生み出す最小単位でグルーピング

をおこなっております。

遊休資産については、個々の資産単位をグループ

としております。

石岡事業所土地および水戸事業所土地について

は、近年の当該土地の利用状況や新中期経営計画に

おける今後の利用見込から、第１四半期連結累計期

間より遊休資産として取り扱うこととし、直近の路

線価を基に減損処理をおこなったものであります。

※３　石綿健康障害補償金

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中

の方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定

された方に対する補償金であります。

※４　事業撤退損

関係会社に対する貸付金等の放棄であります。

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 658百万円

給料及び賃金 556百万円

賞与引当金繰入額 84百万円

退職給付費用 133百万円

※２　石綿健康障害補償金

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中

の方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定

された方に対する補償金であります。

※３　事業撤退損

関係会社に対する貸付金等の放棄であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年９月30日現在)

現金及び預金勘定 2,285百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△32百万円

現金及び現金同等物 2,253百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１日　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 77,780,000

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 119,051

 

 

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27
日
定時株主総会

普通株式 194 2.50平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

 

 
建設・建材
事業
(百万円)

工業製品・
エンジニア
リング事業
(百万円)

自動車
関連事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高        

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,1786,9321,117 14 15,242 ― 15,242

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

13 14 105 47 181 (181) ―

計 7,1926,9471,222 61 15,423(181)15,242

営業利益又は営業損失(△) 454 616 △6 50 1,114 (488) 625

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品および工事内容

(1) 建設・建材事業………………………不燃建築材料の製造、販売および工事の設計、施工

押出成形品の製造、販売および工事の設計、施工

耐火二層管の製造、販売

鉄骨耐火被覆工事の設計、施工

(2) 工業製品・エンジニアリング

　　事業……………………………………

 

不燃紡織品、工業用摩擦材・シール材、保温保冷断熱材、船舶用資

材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売

保温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工

(3) 自動車関連事業………………………自動車用を主とした摩擦材・シール材の製造、販売

(4) その他の事業…………………………保険代理業、その他
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当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

 

 
建設・建材
事業
(百万円)

工業製品・
エンジニア
リング事業
(百万円)

自動車
関連事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高        

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

13,36111,6092,221 26 27,219 ― 27,219

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

43 18 200 95 357 (357) ―

計 13,40411,6272,421 122 27,576 (357)27,219

営業利益 755 652 15 98 1,522(1,007)514

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品および工事内容

(1) 建設・建材事業………………………不燃建築材料の製造、販売および工事の設計、施工

押出成形品の製造、販売および工事の設計、施工

耐火二層管の製造、販売

鉄骨耐火被覆工事の設計、施工

(2) 工業製品・エンジニアリング

　　事業……………………………………

 

不燃紡織品、工業用摩擦材・シール材、保温保冷断熱材、船舶用資

材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売

保温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工

(3) 自動車関連事業………………………自動車用を主とした摩擦材・シール材の製造、販売

(4) その他の事業…………………………保険代理業、その他

３　追加情報

(有形固定資産の耐用年数の変更)

法人税法の改正を契機とし、設備改造や更新など資産の利用状況を勘案した結果、第１四半期連結会計

期間より機械装置の耐用年数を変更しております。

この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の営業費用は建設・建材

事業で67百万円、工業製品・エンジニアリング事業で３百万円および自動車関連事業で20百万円増加

し、営業利益が同額減少しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

１株当たり純資産額 128.70円

  

１株当たり純資産額 135.42円

 

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失

第２四半期連結累計期間

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 4.86円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

四半期純損失(百万円) 377

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 377

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 77,670,114

 

第２四半期連結会計期間

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 4.51円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

四半期純利益(百万円) 350

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 350

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 77,666,521
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(重要な後発事象)

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

　当社が取得しております耐火間仕切壁構造(商品名：どっちも耐火60E)の大臣認定FP060NP-0021が、耐火性能

評価試験において耐火構造の要求性能を満たさず平成20年11月４日に取り消しとなりました。

　当該構造は、当社製品である繊維混入けい酸カルシウム板の他に、石膏ボード、下地材、留め付け金具等の組み

合わせで構成されており、これらの構成要素を含めて性能を確保する必要があります。構成されるいずれの材

料にも性状のバラツキがあると考えられ、現在の当該構造の性能には、これらの変動幅を吸収できるだけの余

裕がなかったものと考えられます。

　当該認定を使用した施工済物件は165件と推定されますが継続して調査をしており、当該認定書記載の仕様通

りの施工が行われた物件につきましては国土交通省の指導のもと改修等の対応をしてまいります。

　なお、本件により第３四半期決算以降の当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありますが、上

記の物件調査が判明しない現時点では不明であります。
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２ 【その他】

平成20年５月16日東京都、埼玉県、千葉県在住の建設従事者とその遺族より訴訟が提起され、６月６

日に訴状の送達を受けました。訴訟の内容といたしましては、石綿関連疾患に関して、国に対し、国家

賠償法に基づき、また建材メーカー46社に対し、民法に定める不法行為責任ならびに製造物責任法に

定める製造物責任に基づき、被告ら各自に総額約66億円の損害賠償請求を求めているものでありま

す。

また、平成20年６月30日に神奈川県在住の建設従事者とその遺族より訴訟が提起され、８月11日に

訴状の送達を受けました。上記と同様の訴状内容で国と建材メーカー46社に対して被告ら各自に総額

約15億円の損害賠償請求を求めているものであります。

原告らからの請求に対しては、法廷の場において当社としての主張を行う等適切に対処していく所

存であります。

なお、当該訴訟がどのように推移するか予測することはできません。また、これら石綿による健康障

害に対する補償・損害賠償金等の今後の費用発生額については、合理的に見積もることは困難であり

ます。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成20年11月14日

株式会社エーアンドエーマテリアル

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　増　　田　　正　　志　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　清　　水　　芳　　彦　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社エーアンドエーマテリアルの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の

第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアンドエーマテリア

ル及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間

及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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